


 

問 題 訂 正 
 

試験科目 生物科学コース専門科目 

問題番号 問題Ⅰ「問６」 

訂正箇所 

問題Ⅰ．組換えタンパク質発現実験に関する次の文章を読み，問１～８に答えなさい。（配

点 40％） 

《略》 

③形質転換した大腸菌を 37℃で培養し，ある程度増殖させた後 IPTG（イソプロピル-β

-D-チオガラクトピラノシド）を添加した。その後，続けて(c)20℃で一晩培養した。 

④大腸菌からタンパク質を抽出し，ニッケルカラムを用いて Hisタグ付きタンパク質を

精製した。精製タンパク質を SDS-PAGE で解析した結果，予想通りの分子量に対応す

るバンドが確認された。 

《略》 

問６．下線部(c)について，大腸菌でタンパク質を発現後，37℃ではなく 20℃で培養した

理由を説明しなさい。 

 

 

◇上記赤字部分について，正しくは以下のとおり。 

〔誤〕発現後 

〔正〕発現誘導後 

 

 

 


















